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昭
和
二
十
七
年
十
一
月
公
選
制

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
教
育
委
員

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
本
村
教
学

委
員
会
は
本
村
教
台
振
興
に
幾

多
の
功
績
を
残
し
て
去
る
二
月

三
十
日
で
三
期
が
満
了
し
十
月

一
日
か
ら
は
新
教
育
委
員
会
法

に
よ
る
教
育
権
三
会
が
発
足
い

た
し
ま
し
た
。
新
教
育
委
員
会

法
に
よ
る
と
教
育
委
員
は
町
村

に
あ
っ
て
は
五
名
を
原
則
と
し

ま
す
が
一
二
名
で
も
よ
い
の
で
本

村
と
し
て
は
三
二
の
委
員
で
組

織
す
る
こ
と
に
村
条
例
で
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
人
格
が
高
潔
で

教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
し

識
見
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か

ら
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
こ
の
法
に
遵
っ
て
十
月
一

日
に
村
長
か
ら
新
委
員
三
二
に

κ
命
の
辞
令
が
父
付
さ
れ
ま
し

た
。　

教
育
委
員
会
の
仕
事
は
村
内

の
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
全

般
に
つ
い
て
本
村
の
教
育
が
進

展
す
る
よ
う
な
計
画
を
た
て
指

導
助
言
を
行
い
そ
の
事
務
を
と

る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
先
生

方
の
服
務
の
監
督
か
ら
研
修
の

こ
と
、
ま
た
学
長
の
教
育
課
程

や
学
習
指
導
、
教
科
書
や
教
科

外
の
教
材
の
取
扱
の
こ
と
な
ど

学
校
教
育
の
内
容
面
の
仕
事
す

べ
て
教
育
委
員
会
の
貞
任
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

て
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
一

生
方
の
転
仔
、
退
職
な
ど
身
分
…

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

も
県
に
内
申
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、
先
生
方
の
勤
務
状

況
の
評
定
も
行
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
子
供
会
、
青
年
団
、
婦
人
会

P
T
A
な
ど
民
主
団
体
の
育
成

強
化
を
は
か
る
こ
と
も
、
公
民

館
の
指
導
育
成
を
は
か
る
こ
と

も
教
育
委
員
会
の
仕
事
で
あ
り

ま
す
。
要
す
る
に
教
育
と
名
の

つ
く
こ
と
は
す
べ
て
教
育
委
員
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◇
押
売
の
被
害
防
止
に
つ
い

　
て

農
繁
期
が
ち
か
づ
き
ま
す
と
、

毎
年
こ
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
押

売
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ま
こ
と

し
や
か
な
団
体
名
や
更
生
会
等

の
証
明
書
を
持
っ
て
粗
憩
品
や

安
い
品
物
を
言
菓
た
く
み
に
話

し
か
け
、
あ
る
い
は
お
ど
し
て

高
く
売
り
つ
け
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
被
害
を
受

け
ら
れ
る
人
は
相
当
あ
り
ま
す

の
で
部
落
の
人
々
が
協
力
し
て

「
押
売
御
断
り
」
等
の
標
示
を

す
る
と
と
も
に
次
の
こ
と
を
よ

く
守
っ
て
い
た
だ
き
被
害
に
か

か
ら
ぬ
よ
う
御
益
意
下
さ
い
。

一
、
品
物
は
押
売
か
ら
買
わ
ず

会
の
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

仕
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
外
学

校
の
設
置
や
管
理
に
関
す
る
こ

と
も
教
育
委
員
会
の
行
事
で
あ

り
ま
褥
9
。

　
　
ヒ

　
占
か
ら
一
年
の
計
は
田
を
作

る
に
存
り
、
十
年
の
計
は
木
を

植
ゆ
る
に
あ
り
、
百
年
の
計
は

教
台
に
あ
る
と
申
さ
れ
て
い
る

だ
け
に
、
教
育
は
国
家
百
年
の
　

計
の
根
基
で
あ
り
ま
し
て
誠
に
｝

大
事
な
一
1
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
…

の
大
事
な
仕
事
を
担
当
す
る
教
｝

育
委
員
会
が
新
教
育
委
員
会
法

の
縞
神
に
遵
っ
て
正
し
く
運
営

さ
れ
て
村
政
の
一
環
と
し
て
の

教
育
行
政
が
正
道
を
歩
く
よ
一

う
に
祈
念
す
る
と
共
に
新
教
育

委
員
会
に
対
し
村
民
各
位
の
正

し
い
助
言
温
き
忠
言
絶
え
ざ
る

協
力
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
一
3
用
の
あ
る
店
で
買
う
こ
と

　
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

二
、
押
売
か
き
た
ら
ま
ず
相
手

　
に
な
ら
ず
、
て
い
よ
く
断
わ

　
る
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

三
、
家
に
立
入
つ
た
場
合
「
出

　
て
行
っ
て
く
れ
」
と
何
度
も

　
告
げ
て
も
帰
ら
ぬ
と
き
又
は

　
押
売
の
言
彙
態
度
が
皆
さ
ん

　
を
「
お
そ
ろ
し
い
」
と
思
わ

　
せ
る
よ
う
な
と
き
は
割
目
に

　
届
出
て
下
さ
い
。

四
、
押
売
を
見
た
ら
人
相
、
着

　
衣
を
よ
く
見
て
警
察
に
届
出

　
て
下
ざ
い
。

◇
お
し
ら
せ

交
通
関
係
の
規
則
が
改
止
に
な

り
八
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
道
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は
毎
年
二
同
と
定
め
る
議
案

　
で
原
案
ど
お
り
可
決
確
定

　
し
た
。
爾
そ
の
招
集
月
に
っ

　
い
て
は
村
長
が
規
則
で
定
め

　
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

○
議
案
第
二
十
六
号
　
｛
果
郷
村

　
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
。

　
本
件
は
議
員
の
提
出
に
係
る

　
議
案
で
前
記
同
様
地
方
自
治

　
案
さ
れ
た
議
案
で
原
案
ど
わ

り
可
決
確
定
し
た
・
　
一

〇
議
案
第
二
十
九
号
公
営
住
宅
皿

　
の
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
一

　
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
件
は
本
村
に
建
設
さ
れ
て
一

　
い
る
公
営
a
宅
の
管
理
に
つ
一

　
い
て
規
定
す
る
議
案
で
原
案
一

ど
わ
り
可
決
確
定
し
た
・
　
一

〇
議
案
第
三
＋
号
特
別
職
の
…

　
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
一

　
及
び
費
用
弁
債
に
関
す
る
条
一

　
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
常
仔

　
委
員
会
の
数
を
制
限
、
四
部

　
制
と
す
る
た
め
議
会
運
営
部

委
員
会
を
と
り
除
く
議
案
で

　
原
案
ど
お
り
呵
決
確
定
し

　
た
。

○
議
案
第
二
十
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
数
罫

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
本
僻
従
来
そ
の
他
の
公
明
と
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@　
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し
て
あ
っ
た
も
の
を
個
々
具

体
的
に
規
定
す
る
た
め
に
提
一

東
郷
村
議
会
定
例
会
は
昭
和
三

十
一
年
九
月
二
十
六
日
招
集
さ

れ
会
期
二
日
間
で
左
記
議
案
を

塞
議
何
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

確
定
し
た
。

○
議
案
第
二
十
五
号
　
東
郷
村

　
議
会
定
例
会
の
同
数
を
定
め

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
本
件
は
地
方
自
治
法
の
一
部

　
改
正
に
伴
う
条
例
の
改
正
で

　
本
村
議
会
の
定
例
会
の
回
数

路
で
は
次
の
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
交
通
の

流
れ
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
と
と

も
に
交
通
の
安
全
を
図
る
た
め

で
す
か
ら
こ
れ
を
よ
く
守
っ
て

下
さ
い
。

一
、
自
転
虹
に
は

　
一
、
凹
き
が
六
〇
キ
ロ
グ
ラ

　
　
ム
（
十
六
貫
）
以
上

　
2
、
巾
が
○
、
八
メ
ー
ト
ル

　
　
（
二
尺
六
寸
四
分
）
以
上

　
3
、
艮
さ
が
三
メ
ー
ト
ル

　
　
（
九
尺
九
勺
）
以
上

　
4
、
高
さ
が
一
、
五
メ
ー
ト

　
　
ル
（
四
尺
九
寸
五
分
）
以

　
　
上
の
も
の
は
積
む
こ
と
も

　
　
又
こ
れ
を
持
っ
て
乗
る
こ

　
　
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
曲
角
や
十
字
路
三
叉
路
附

　
近
の
視
界
を
妨
げ
る
よ
う
な

　
看
板
の
類
を
立
掛
け
又
は
設

　
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　
ん
。

三
、
出
巾
○
、
二
五
メ
ー
ト
ル

　
（
八
寸
二
分
五
厘
）
以
上
高

「

秋

E熱

血

牧

水

青
す
す
き
ゆ
た
か
に
な
び
く
か
げ
に
咲
き
で
う
す
く
れ
な
み
の

撫
子
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
み
な

ふ
る
さ
と
の
村
ざ
か
ひ
な
る
野
の
路
を
お
も
ひ
そ
い
つ
る
女
郎

え
し花

見
れ
ぽ

幽幽
　
枝
垂
れ
た
る
萩
の
す
が
た
そ
や
さ
し
か
る
花
も
お
ほ
か
た
葉
ご

叩
　
も
り
に
し
て

諾
い
ま
だ
花
を
と
ほ
し
み
な
よ
や
か
に
な
び
か
ふ
枝
ぞ
葉
ぞ
う

つ
く
し
き

浅
茅
生
の
岡
の
ひ
な
た
に
鳴
く
虫
の
狂
う
つ
つ
な
く
て
松
虫
草

の
花

ザ

｛　幽

例
の
制
定
に
つ
い
て
。

本
件
は
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
議
会
議
員
以
外

の
各
種
委
員
に
は
年
報
酬
の

支
給
が
で
き
な
い
こ
と
に
な

　
つ
た
た
め
こ
れ
が
報
酬
日
額

等
を
定
め
る
議
案
で
原
案
ど

一
建
聾
腱
、
　
一

さ
地
上
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
「
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
（
十
三
尺
ご
勺
）
以
内
看
板
例
年
行
わ
れ
る
秋
季
全
国
交
通

勧
鐸
雅
銚
肋
螺
璽
峰
淫
辞
誓
駄
相
鵬

　
を
越
え
る
と
き
は
警
察
署
長
一
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
の
詐
可
が
必
要
で
す
。
　
　
」
た
。
こ
の
期
間
内
に
全
国
民
の

◇
秋
季
全
国
交
通
安
全
運
動
　
［
方
が
将
来
又
は
こ
の
期
間
に
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
一
通
事
故
を
一
件
で
も
又
一
人
で

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
皆
一
も
少
く
し
ょ
う
と
云
う
の
が
交

さ
ん
方
の
御
協
力
に
よ
っ
て
一

時
減
少
し
て
お
り
ま
し
た
処
が

本
年
に
は
入
っ
て
か
ら
宮
崎
県

通
安
全
運
動
の
目
的
で
あ
り
ま

す
の
で
次
の
数
字
を
参
考
と
さ

れ
ま
し
て
こ
の
全
国
的
の
安
全

内
日
向
警
察
署
管
内
共
に
激
増
一
運
動
に
御
協
力
を
御
願
い
し
ま

し
て
い
る
現
状
で
誠
に
残
念
な
［
す
。

桝
数

負
傷
丁
数

昭
二
九
年
二
〇
九
　
二
一
一
八
八
　
四
六
．

昭
三
〇
年
　
一
七
五
　
三
九
一
九
五
一
二
四

昭
三
一
年
一
三
四
〇
　
二
八
三
七
一
　
二
九

識
．
右
記
各
年
度
九
月
二
十
日
現
在
の
事
故
を
示
す

五

三
三

二
七

三
五

　
お
り
可
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
三
十
一
号
職
員
団

　
体
の
業
務
に
も
つ
ば
ら
従
事

　
す
る
職
員
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
，

　
本
門
は
地
方
教
育
行
政
の
組

　
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

　
の
公
布
に
よ
る
条
例
の
改
正

　
で
原
案
ど
お
り
灯
決
確
定
し

　
た
。

○
議
案
第
三
十
二
号
職
務
に

　
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
本
件
も
右
同
様
で
原
案
ど
お

　
り
可
決
確
足
し
た
。

○
議
案
第
三
十
三
号
学
校
職

　
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
本
件
も
右
同
様
で
原
案
ど
お

　
り
自
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
三
十
四
号
　
東
郷
村

　
教
育
委
員
会
を
組
織
す
る
委

　
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て
。

　
本
哲
も
右
同
様
で
本
村
の
委

　
員
の
疋
数
は
三
人
と
定
め
ら

　
れ
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
し

　
た
。

○
議
案
第
三
十
五
号
教
育
委

員
会
の
任
命
に
つ
い
て
。

　
本
件
は
議
案
第
三
十
四
号
の

確
定
に
伴
う
委
員
仔
命
の
議

案
ど
お
り
次
の
三
者
を
任
命

　
す
る
事
に
可
決
確
定
し
た
。

　
　
東
郷
村
大
字
山
陰
丙

　
　
一
四
九
七
番
地
ノ
三

　
　
（
四
年
委
員
）
塩
月
儀
市

　
　
〃
　
　
大
字
下
三
ケ

　
　
五
六
番
地
ノ
一
〇
〇

　
（
三
年
委
員
）
杉
田
三
郎

　
〃
　
　
大
字
山
陰

　
一
＝
番
地
ノ
一

　
（
二
年
委
員
）
　
橋
口
武
志

尚
委
員
の
任
期
は
前
記
（
　
）

内
の
通
り
村
長
か
ら
定
め
ら

れ
た
外
、
十
月
一
日
招
集
の

教
育
委
員
会
で
次
の
通
り
二

選
さ
れ
た
こ
と
を
追
記
す

る
。　

教
育
長
　
塩
月
　
儀
市

　
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
橋
口
　
武
志

　
　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
杉
田
　
三
郎

○
議
案
第
三
十
六
号
　
　
東
郷
村

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
。

　
本
知
は
委
員
で
あ
っ
た
上
田

　
健
一
郎
氏
（
前
診
療
所
長
）
の

　
転
任
に
よ
り
委
員
に
一
名
の

　
欠
員
を
生
じ
て
い
た
た
め
こ

　
れ
が
補
充
を
す
る
議
案
で
現

　
診
療
所
長
城
静
雄
氏
を
委
員

　
に
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
原
案

　
ど
お
り
可
決
確
定
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
度

　
　
　
林
産
物
品
評
会

三
十
一
年
度
東
郷
村
林
産
物
品

評
会
を
左
記
要
領
に
依
り
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

生
産
者
各
位
の
御
協
力
に
依
り

盛
会
裡
に
終
了
で
き
ま
す
様
奮

っ
て
御
出
品
方
言
願
い
致
し
ま

す
。本

年
度
の
出
品
木
炭
に
つ
い
て

は
品
質
の
改
善
に
資
す
る
た
め

一
部
趣
向
を
変
え
ま
し
て
従
来

の
出
品
方
法
と
引
抜
出
品
の
二

本
建
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
引
抜
出
品
に
つ
い
て
は
林

産
物
検
査
員
の
御
協
力
を
得
て

実
施
致
し
ま
す
の
で
御
了
解
下

さ
い
。

　
林
産
物
品
評
会
実
施
要
領

一
、
主
催
　
東
郷
村

一
、
後
援
　
東
郷
村
木
炭
協
会

　
東
郷
農
協
、
東
郷
森
組
、
林

　
産
物
検
査
一

一
、
開
催
期
日
　
昭
和
三
＋
一

　
年
十
一
月
三
十
日

一
、
十
二
場
所
　
煙
草
収
納
所

　
（
予
定
）

　
　
　
に
つ
い
て

一
、
出
品
物
の
範
囲
木
炭
、

椎
茸
、
炭
俵

一
、
出
品
の
要
領

㈲
木
炭
は
特
製
出
品
と
引
抜

　
出
品
の
二
本
建
と
し
日
本

　
　
農
林
規
格
に
蔭
短
し
て
調

　
製
し
た
十
五
虹
俵
と
す

　
　
る
。
　
（
従
っ
て
審
査
も
二

　
本
建
）

同
椎
茸
は
一
点
「
百
匁
」
以

　
上
と
す
る
。

㈲
炭
俵
は
一
点
三
枚
と
す
る

一
、
出
品
受
付
場
所
　
東
郷
農

協
本
、
支
所
、
越
表
、
下
渡

川
方
面
は
児
洗
林
産
物
検
査

所一
、
受
付
締
切
　
十
一
月
二
十

三
日

一
、
出
品
物
の
搬
入
　
自
十
一

月
二
十
三
日
雨
雲
月
二
十
五

日
（
農
協
ト
ラ
ッ
ク
に
て
）

但
し
近
傍
は
直
搬
入

一
、
審
査
自
十
一
月
二
十
六
日

至
〃
月
二
十
八
日

一
、
審
査
の
方
法
　
審
査
長
は

県
林
産
課
技
師
の
派
遣
串
請

の
予
定
審
査
員
は
林
産
物
検

査
員
外

画
、
出
品
目
標
　
木
炭
五
〇
〇

点
、
椎
茸
、
炭
俵
五
三
〇
凶

日
、
入
賞
範
囲
　
出
品
数
量
を

勘
案
し
昨
年
度
の
例
を
参
考

と
し
て
決
定
す
る
。

一
、
出
品
物
の
処
理
「
優
等
、

壱
等
、
弐
等
、
参
等
」
に
入

賞
し
た
分
は
無
償
と
し
、
其

他
の
も
の
は
主
催
者
に
於
て

販
売
を
斡
旋
し
代
金
を
支
払

．
つ
〇

一
、
其
他

ω
出
品
木
炭
は
札
木
に
「
称

　
呼
、
銘
柄
、
住
所
、
氏

　
名
二
明
記

㈲
椎
茸
は
適
当
な
容
器
で
住

　
所
、
氏
名
を
明
記
の
こ
と

㈲
炭
俵
は
住
所
氏
名
を
明
記

　
し
た
紙
札
を
つ
け
る

一
、
出
品
物
は
原
則
と
し
て
売

品
で
あ
る
こ
と
非
売
品
の
場

合
は
鉱
主
明
記
又
は
受
付
の

際
申
出

一
、
出
品
物
の
販
売
は
主
催
者

に
一
任
の
こ
と

、
出
品
、
及
び
入
賞
成
績
優

秀
な
支
部
は
優
勝
旗
を
援
与

し
表
彰
す
る
。

診
療
所
だ
よ
り

本
村
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療

所
開
設
以
来
、
本
村
民
の
医
療

保
健
に
御
蓋
捧
さ
れ
た
所
長
上

田
健
一
郎
氏
は
、
一
身
上
の
都

合
に
よ
り
去
る
八
月
十
八
日
附

を
以
っ
て
退
職
致
さ
れ
ま
し

た
。
後
任
内
科
医
に
つ
き
ま
し

て
は
熊
大
の
福
田
先
生
を
御
迎

え
し
、
所
長
は
外
科
医
の
城
先

生
が
就
任
致
さ
れ
ま
し
た
。

機
構
人
材
共
に
充
実
し
村
民
医

療
機
関
の
殿
堂
と
し
て
直
営
診

療
所
が
発
展
拡
充
さ
れ
る
こ
と

は
村
民
が
回
し
く
理
解
し
活
用

す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
其
の

価
値
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

巷
に
は
未
だ
に
診
療
所
の
経
営

が
あ
た
か
も
国
民
健
康
保
険
税

で
賄
わ
れ
て
お
り
僻
地
で
診
療

所
を
利
用
出
来
な
い
部
落
は
、

甚
だ
不
利
益
だ
と
い
う
考
を
持

っ
て
居
ら
れ
る
人
を
御
聞
し
ま

す
が
、
診
療
所
は
診
療
収
入
に

よ
る
独
立
採
算
制
で
あ
り
保
険

税
は
一
曳
た
り
と
も
使
用
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

此
の
点
に
つ
き
ま
し
て
皆
様
の

御
理
解
を
御
願
い
致
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

猶
診
療
所
は
官
庁
的
だ
と
い
う

御
意
見
も
以
前
あ
り
ま
し
た
の

で
此
の
点
特
に
改
善
を
加
え
、

皆
様
の
信
頼
さ
れ
る
診
療
所
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
面
に
つ
き
ま
し

て
は
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
お

り
ま
す
。

診
療
所
の
事
に
つ
き
ま
し

て
、
御
意
見
、
御
批
判
等
御
遠

慮
な
く
御
申
聞
せ
下
さ
れ
ば
幸

と
存
じ
ま
す
。

一
簑
の
土
　
　
　
1

◇
ど
の
新
聞
だ
つ
た
か
に
「
ゆ

　
る
ん
だ
財
布
の
紐
」
と
い
う

　
見
出
し
で
連
休
の
際
、
観
光

　
地
の
混
雑
の
状
況
が
書
い
て

　
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
泉

　
都
別
府
に
は
十
万
の
浴
客
が

　
押
し
よ
せ
、
一
億
円
の
金
が

　
落
ち
た
と
報
じ
て
い
た
。
又

　
阿
蘇
で
は
八
○
○
台
の
バ
ス

　
と
＝
一
〇
台
の
ハ
イ
ヤ
が
走

　
り
五
万
人
の
登
山
客
を
運
ん

　
だ
と
い
っ
て
い
た
。
ま
こ
と

　
に
豪
勢
な
も
の
で
あ
る
。

◇
我
が
村
で
も
連
休
な
ら
ぬ
旧

　
暦
八
月
十
五
日
の
日
向
市
の

　
十
五
夜
祭
り
に
は
多
く
の
臨

　
時
バ
ス
が
坪
谷
か
ら
八
重
原

　
か
ら
鶴
野
内
か
ら
運
行
さ
れ

　
て
、
日
向
市
へ
日
向
市
へ
と

　
運
ば
れ
た
。
そ
の
数
も
相
当

　
な
も
の
で
あ
る
。

◇
日
向
市
の
十
五
夜
祭
り
は
あ

　
そ
こ
の
幸
福
神
社
の
例
祭
で

　
あ
る
の
で
、
中
に
は
こ
の
神

　
様
に
参
詣
す
る
と
い
う
人
も

　
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
多

　
く
は
行
楽
気
分
で
出
か
け
る

　
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ

　
に
も
や
は
り
財
布
の
紐
が
ゆ

　
る
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ

　
ぬ
。

◇
何
事
に
限
ら
ず
絶
対
に
財
布

　
の
紐
を
ゆ
る
め
ぬ
の
も
困
る

　
が
、
ゆ
る
め
過
ぎ
る
こ
と
も

　
又
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
戦

　
後
は
も
の
の
考
え
方
が
現
実

　
的
、
享
楽
的
、
刹
那
的
に
な

　
り
浪
費
の
風
も
農
村
に
吹
き

　
荒
ん
で
、
農
村
の
金
が
都
会

　
へ
都
会
へ
と
流
れ
出
る
傾
向

　
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
農
村
に
生
活
す
る
お
互
は
静

　
思
の
要
が
あ
る
。

　
「
入
る
を
計
っ
て
出
つ
る
を

　
制
す
」
と
は
今
の
世
に
も
通

　
ず
る
名
言
で
あ
る
。

，

r
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冒
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（2）昭和31年10月10日発行同村
そ
し
て
こ
の
「
都
会
か
ら
（
市
一

場
か
ら
）
遠
い
事
は
如
何
に
交
一

化
が
開
け
て
も
、
ど
う
に
も
す
一

る
事
が
出
来
な
い
事
だ
と
思
わ
一

れ
ま
す
。
そ
れ
は
都
会
が
近
き
一

将
来
に
於
て
近
く
に
出
釆
な
け
一

れ
ば
ど
う
に
も
な
一
ら
な
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
如
何
に
早
い
急
行
列
卓
や
一

飛
行
機
で
も
通
る
所
を
通
ら
ね
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ば
私
達
の
所
迄
は
来
な
い
と
言
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
給
す
る
丈
は
作
れ
な
い
も

　
　
農
家
の
食
品
加
工
に
つ
い
て
　
　
　
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
米
を
売
っ
て
米
で
作
っ
た
品

　
私
達
の
住
ん
で
居
る
所
は
田
「
う
事
で
説
明
は
充
分
と
言
え
ま
　
　
を
買
う
。

舎
で
有
り
ま
す
。
日
本
の
田
舎
｝
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
○
菜
種
を
売
っ
て
肥
料
を
買
い

の
宮
崎
県
、
そ
の
宮
崎
県
の
中
｝
田
舎
は
こ
う
し
た
事
か
ら
都
会
…
　
油
迄
時
に
は
買
い
入
れ
る
。

で
も
都
会
と
は
口
え
な
い
場
所
一
の
近
く
よ
り
も
余
分
に
運
賃
と
一
　
こ
ん
な
事
が
有
っ
た
ら
考
え

に
居
る
の
で
す
か
ら
屋
舎
と
言
手
数
料
が
か
、
る
と
言
っ
た
事
　
　
直
し
て
見
囲
い
も
の
で
す
。

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
　
か
ら
、
自
然
に
売
る
も
の
は
安
一
店
で
品
物
を
買
う
時
に
こ
ん
な

田
舎
と
は
都
会
よ
り
速
い
位
置
く
買
う
も
の
は
高
い
と
言
っ
た
　
も
の
は
自
分
で
出
来
な
い
も
の

に
有
る
と
δ
う
事
は
申
す
ま
で
事
に
な
っ
て
し
ま
う
訳
に
な
り
一
だ
ろ
う
か
？
と
い
つ
も
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
有
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
都
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
る
人
が
有
る
な
ら
ば
私
は
そ

会
よ
り
遠
い
」
と
言
う
事
は
私
私
共
も
此
の
通
り
で
農
滝
物
は
の
人
を
尊
敬
致
し
ま
す
。

達
の
行
う
農
業
に
大
き
な
影
響
…
安
く
加
工
品
は
高
い
事
に
な
り
一
北
諸
県
郡
の
あ
る
4
H
ク
ラ
ブ

を
及
ぼ
し
ま
魂
　
欝
比
比
麓
山
二
女
の
人
は
、
兄
さ
ん
の
記
入

え
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
大
根
を
売
っ
て
訳
あ
ん
を
買

　
つ
て
居
る
人
は
有
り
ま
せ
ん

　
か
。

○
大
▽
を
売
っ
て
味
噌
や
醤
油

　
て
居
る
簿
記
を
見
て
菓
子
代

が
年
間
三
千
円
も
使
わ
れ
て
居

る
事
に
驚
き
、
自
分
で
襲
撃
を
｝

「
何
ぞ
ん
げ
な
事
言
う
て
も
出
一
い
ま
す
。

来
る
も
ん
か
、
第
一
買
う
た
も
・
「
出
来
な
い
の
は
工
夫
が
足
り

ん
の
様
な
味
は
出
来
ん
も
ん

な
」

「
暇
が
無
え
」

こ
ん
な
事
も
有
る
と
思
い
ま

な
い
か
ら
で
す
」
最
も
少
い
経

一費
で
最
も
大
き
な
収
益
を
挙
げ

る
の
が
経
営
の
コ
ツ
で
有
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
益
と
は
唯
売
る
事
で
な
く
廻

す
。
併
し
私
達
は
そ
う
言
つ
弔
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
を
自
分

た
、
あ
き
ら
め
た
、
仕
方
が
無
一
で
作
り
出
す
こ
と
で
も
有
る
こ

い
式
の
生
恥
で
は
進
歩
が
無
い
一
と
を
お
忘
れ
な
い
様
に
蛇
足
な

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．
が
ら
申
し
添
え
て
こ
の
項
を
終

う
と
電
つ
考
え
が
必
要
だ
と
壁

い
つ
も
自
分
で
何
か
作
り
出
そ
一
え
ま
す
。

生
命
と
幸
福
を
お
び
や
か
す

性
病
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
体
を
む
し
ば
む
」
　
と
い
う
一
　
各
位
の
自
覚
と
那
解
に
よ
り

作
・
事
は
出
来
な
い
も
の
か
，
皿
墓
が
よ
甚
病
に
使
は
れ
走
・
の
亡
国
病
が
国
内
か
ら
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
買
っ
て
居
る
人
は
無
い
で
㎜
究
を
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
か
、
又
甘
藷
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
っ
て
甘
藷
を
売
っ
て
味
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
醤
油
を
買
う
人
も
大
豆
を

｝
　
　
　
新
生
活
実
践
指
導
地
域
に

㎞
項
は

東 郷（第58号）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
　
　
　
　
　
　
い

県
の
新
生
活
運
動
協
議
会
が
県
下
の
優
良
団
体
を
五
つ
選
ん
で
そ
の
　
い

地
区
を
新
生
活
特
別
指
導
地
域
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
・
我
が
東
郷
脚

村
婦
人
会
が
そ
の
指
定
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
村
の
実
践
要
　
…

、　　 、

ご‘

A

四
、

凝血

�
鼡
ﾃ
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叙
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誘
論
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ら
な
い
間
に
体
に
い
ろ
い
ろ
な
一

驚
離
罐
臆
想
黙
罫
回
心
鍛
ず
轡
一
三
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
と
、
頭
の
毛
の
先
か
ら
足
の
一
が
東
郷
村
教
育
委
員
に
任
命
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
ま
で
、
お
よ
そ
人
間
の
体
で
　
れ
ま
し
て
本
村
の
教
育
行
政
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
＼
ら
な
い
と
こ
ろ
の
な
い
よ
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
全
体
に
ひ
ろ
が
り
、
脳
を
た
。
も
と
よ
り
つ
ま
ら
ぬ
者
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侵
せ
ば
気
違
い
に
な
っ
た
り
・
一
か
り
で
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
重

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
要
項
は
す
で
に
本
村
か
永
年
そ
の
実
践
に
努
力
し
て
来
た
要
項

の
み
で
あ
り
ま
す
。

践
に
力
を
含
せ
て
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

九月の行事から

衣
、
食
、
住
の
合
理
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

結
婚
の
簡
素
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

時
間
の
励
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舶

貯
蓄
の
増
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
指
定
を
受
け
た
の
を
機
会
に
一
段
と
こ
れ
が
実
　
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
o
．
9
．
竜
　
9
・
畢
8
，
■
　
o
・
，
o
．
嘔
　
o
●
■
ψ
o
●
　
’
亀
．
ψ
・
●
　
o
●
　
♂
●
，
　
ρ
・
亀
9
．
●
　
9
・
　
ψ
■
●
　
9
．
1
9
．
噛
●
9
◎
1
ρ
■
，
，
和

つ
ん
ぼ
や
め
く
ら
に
な
っ
た
り
一
白
を
果
す
事
が
出
来
る
か
と
心

肝
臓
が
お
か
さ
れ
た
り
体
中
の

機
関
は
と
こ
ろ
き
ら
わ
ず
侵
す

の
で
す
。

　
こ
の
お
そ
ろ
し
い
性
晒
に
か

ひ
そ
か
に
心
配
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
御
座
い
ま
す
。

　
幸
い
に
村
払
当
局
、
村
議

会
、
村
内
各
学
校
を
初
め
村
民

各
位
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
職

～
る
と
、
自
分
だ
け
で
済
め
ば
一
図
を
完
う
し
以
て
本
村
教
育
の

よ
い
の
で
す
が
・
罪
の
な
い
子
｝
向
上
に
つ
く
し
た
い
と
思
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願

供
に
ま
で
遣
伝
し
て
呂
し
め
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
申
し
ま
す
。

こ
と
に
な
り
“
、
号
。
　
　
　
　
橋
口
武
志

　
以
上
の
よ
う
に
、
性
病
は
非
　
　
　
　
　
杉
　
田
　
三
　
郎

常
に
恐
ろ
し
い
柄
気
で
す
か

ら
、
私
達
の
た
め
に
、
ま
た
生

れ
て
く
る
子
供
の
幸
福
の
た
め

に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず
血
液

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

塩
　
月
儀
市

新
生
活
と
貯
蓄

　
日
本
銀
行
宮
崎
事
務
所
で
調

へ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
県
内
の

貯
蓄
実
績
は
、
六
月
末
で
三
百

八
億
四
十
六
万
円
に
産
し
、
大

へ
ん
よ
い
成
績
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
四
月
以
降
に
ふ
え
た
分

は
、
八
億
八
千
四
十
六
万
円
で

今
年
度
の
貯
蓄
増
加
目
標
五
十

億
に
対
し
十
七
、
八
％
と
い
う

達
成
率
で
す
。

　
昨
年
は
目
標
が
四
十
五
億
で

あ
っ
た
の
に
、
同
じ
時
期
の
達

成
率
が
十
四
、
七
％
と
い
う
の

で
す
か
ら
、
今
年
は
ま
こ
と
に

好
調
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
貯
蓄
の
裏
に
無
計
画

な
無
駄
づ
か
い
が
な
さ
れ
て
い

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
竹
か
ご

に
入
れ
た
水
と
同
じ
で
貯
蓄
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
と
同
じ
こ
と

で
す
。

貯
蓄
え
の
関
心
と
同
時
に
、
じ

よ
う
費
節
約
え
の
関
心
も
ま
た

大
事
な
心
が
け
の
一
つ
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
予
算
し
て
た
め
た
貯
金
が
身

　
を
護
る

裏
作
の
考
え
方

　
現
在
裏
作
と
し
て
作
ら
れ
て

い
る
主
な
も
の
は
麦
と
ナ
タ
ネ

で
、
こ
の
二
つ
の
作
物
を
今
後

ど
う
老
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

か
？

　
農
家
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、

麦
も
ナ
タ
ネ
も
な
る
べ
く
高
い

値
段
が
つ
づ
い
て
、
裏
作
収
入

が
す
こ
し
で
も
多
い
の
が
よ
い

わ
け
で
、
こ
と
に
ナ
タ
ネ
は
、

麦
の
よ
う
に
収
穫
期
の
雨
イ
タ

ミ
が
少
く
、
冬
が
暖
い
た
め
に

で
き
が
わ
る
く
な
る
心
配
も
少

い
の
で
、
キ
ン
カ
ク
病
の
防
除

等
に
充
分
ハ
証
す
れ
ば
、
近
年

の
相
場
か
ら
し
て
も
裏
作
と
し

て
は
有
利
な
作
物
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
今
年
の
よ
う

な
値
段
が
来
年
も
つ
ゴ
く
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
外
国
産
の
大
豆

や
落
花
生
な
ど
の
油
脂
原
料
が

輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
。

（1）・～（3）　　　｛21（41（5）

お
ら
ぶ
黒
潮

　
　
　
か
む
り

受
け
て
冠
嶽
の

ソ
レ

旭
、
照
る
照
る

育
つ
牧
水

　
　
　
　
　
ソ
レ

み
や
こ
泉
岳
寺

紹
え
ぬ
香
煙ソ

レ

実

測
　
作

　
　
　
　
お
ろ

尾
鈴
の
颪
し

詞

東け立
の　だち
郷重か姿
に　さ

　　よ

」

世
を
照
ら
す

も
ノ
　
　
　
　
　
だ
ま
し

詩
　
　
魂
i

こ
こ
成
願
寺

　
　
め

”
義
〃
の
墓
と

ク
　
　
ヨ供

養
踊
れ
一

つ
る
ご
み

鶴
富
姫
離
恨
（
わ
か
れ
）
の
　
涙
が
溶
け
て

今
に
流
れ
て
　
　
　
瀬
々
む
せ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
ぽ

　
　
　
　
　
ソ
レ
　
　
い
と
し
夫

み
　
　
み

美
々
川
の
鮎
（
愛
）
と
鯉
（
恋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
っ
か
る
福
に

東
郷
青
年
　
　
　
　
意
気
の
よ
さ

　
　
　
　
　
ソ
レ
　
　
　
ピ
チ
ピ
チ
と

　
ま
た
麦
に
し
て
も
ア
メ
リ
カ

か
ら
入
っ
て
来
ま
す
か
ら
買
上

価
格
も
年
々
下
っ
て
来
て
い
ま

す
。
こ
う
し
ま
す
と
、
麦
に
つ

い
て
は
勿
論
、
ナ
タ
ネ
の
価
格

に
つ
い
て
も
決
し
て
楽
観
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
友
や
ナ
タ

ネ
の
今
後
の
作
付
に
当
っ
て
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
か
。

　
麦
は
安
い
と
い
っ
た
も
の

の
、
御
飯
に
ま
ぜ
た
り
、
み

そ
、
醤
油
、
パ
ン
、
だ
ん
ご
、

め
ん
類
な
ど
、
農
家
の
自
給
経

済
に
極
め
て
大
き
な
関
係
が
あ

っ
て
、
自
家
用
の
麦
類
ま
で
外

麦
を
買
っ
て
い
た
の
で
は
、
家

庭
経
済
は
も
て
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
、
他
の
作
物
を
多
く
す
る
に

し
て
も
、
自
家
用
の
麦
だ
け
は

十
二
分
に
作
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
自
給
を
主
体
に
し
た
麦
作
り

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
小
麦

よ
り
裸
麦
の
方
に
蚕
点
を
お
く

べ
き
で
す
が
、
加
工
用
に
は
小

麦
が
よ
く
、
ま
た
地
方
や
排
水

条
件
な
ど
で
、
裸
麦
よ
り
小
麦

の
方
に
向
い
た
土
地
も
少
く
な

い
の
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
小

麦
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
裸
麦
の
品
種
に
は
、
甲
生

か
ら
晩
生
ま
で
各
種
の
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
小
麦
は
晩
生
で

あ
る
た
め
に
、
雨
の
害
を
う
け

や
す
く
、
そ
の
面
か
ら
も
裸
麦

の
取
り
入
れ
に
は
大
き
な
巾
が

も
て
る
と
い
う
利
点
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
ナ
タ
ネ
は
自
家

用
と
し
て
、
家
族
の
健
康
を
保

つ
栄
養
源
と
し
て
敵
要
な
役
割

を
果
す
だ
け
で
な
く
、
地
力
を

高
め
る
の
に
も
有
利
で
す
。

　
稲
の
刈
り
と
ら
れ
た
後
の
田

圃
を
遊
ば
せ
な
い
で
何
か
作
付

け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
よ

，
つ
。牧

水
祭
短
歌
会

　
　
　
　
選
者
越
暫
湊
水
氏

　
入
　
選

　
　
　
迫
野
内
　
前
田
　
福
美

脱
穀
の
よ
う
や
く
終
り
か
た
は

ら
の
菊
の
ほ
こ
り
を
ふ
り
は
ら

う
な
り

　
　
　
小
野
田
島
田
　
弘
人

籾
を
乾
す
母
の
う
し
ろ
に
帰
省

せ
り
童
の
如
く
音
忍
ぱ
せ
て

　
　
　
　
寺
迫
　
山
本
　
　
信

波
し
ぶ
き
高
く
と
び
散
る
日
向

灘
荒
磯
に
騒
ぐ
児
等
は
貞
裸

　
　
　
　
仲
瀬
草
野
　
昭
二

叩
き
つ
く
る
怒
り
が
胸
に
湧
け

る
と
き
小
声
に
な
り
ぬ
徴
税
吏

わ
れ
は

　
　
　
迫
野
内
山
本
　
　
巌

有
畜
農
業
の
夢
ひ
ろ
げ
お
る
窓

近
く
月
は
も
ろ
こ
し
の
葉
に
輝

け
り　

佳
作

　
　
　
　
寺
迫
　
黒
木
士
農
夫

静
か
な
る
峠
を
こ
せ
ば
白
金
の

月
の
光
は
灘
を
て
ら
す
か

　
　
　
迫
野
内
前
田
福
美

麦
干
し
を
終
り
し
母
と
相
向
い

や
す
ら
か
に
い
る
や
～
し
ば
ら

く　
　
　
小
野
田
本
田
茂
雄

台
風
は
激
し
く
夜
半
を
叩
き
お
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①蜜’一一『署脚幽一一至i一一’一’

　九月十五日は「年寄の日」・どこの部落

　でも公民館・婦人会、青年団などの共催

　で敬老会が行われた。小学校の孫達が演

　ずる学芸にうれし涙をながし、婦人会の

　心づくしの御馳走に舌鼓をうち青年の手

　になる杖をにこにことっきながら家路を

　たどる老人の姿はほ～えまし限りであっ

　た。

②’一 噤f“一一’天一’一“察一一●

　九月十七日牧水祭が盛大に行われた。

　先生が若き日、かつての昼牒の石、今の

　歌碑に神酒がとくとくとそ～がれ、あり

　し日の先生を心ゆくまで偲んだ。

　子等のうたう「ふるさとの尾鈴の山の」

　・…歌が秋雨にけぶる尾麗麗峯にとけこ

　んで行った。

③”「蒜繭F軍薗葎脊蚕一一

　九月二十三日に東郷村青年団の陸上競技

　大会が開かれた。当日は照りもせず曇り

　もやらぬ絶好の日和に恵まれて盛大裡に

　大会が終了した。終日名人のみの持つ意

　気と力が遺隈なく大会場に溢れしかも和

　気覇々たるうちに竸技が進行し応援もま

　た上品で観覧の村人達に多大の感銘を与

　えた。

④’一 N牽1あ雁蔵天蚕一一

　九月三十日、東申、坪中の体育大会が行

　われた。教育の一環として行われる中学

　校の体育大会はまことに見事なものであ

　る。入場式の厳粛さ、軒頭高く翻る日の

　夫を仰ぐ時日本人としての血潮が脈々と

　体中を流れる。グラウンドに展開される

　競扱の数々を見ては世代を担う若人に栄

　光あれと心から祈った。

れ
ど
君
は
静
か
に
フ
ラ
ス
コ
を

煮
る

　
　
　
　
坪
谷
矢
野
文
雄

湿
布
薬
貼
り
や
り
て
ぬ
く
き
妻

の
背
に
四
つ
け
て
し
ば
し
胸
鳴

り
を
き
く

　
　
　
小
野
田
島
田
　
弘
人

夕
な
ず
む
冠
山
を
降
る
娘
は
炭

を
負
ひ
い
て
野
菊
ま
さ
ぐ
る

　
　
　
北
郷
村
鈴
木
高
志

眠
り
足
り
し
朝
の
臥
床
に
心
地

よ
く
焚
き
つ
け
ら
れ
し
杉
の
葉

の
匂
う

　
　
　
　
寺
迫
　
山
本
　
　
信

病
み
上
り
の
二
二
の
寝
息
の
と

と
の
ひ
て
健
か
な
れ
ば
吾
も
三

つ
む
る

後
記

編
集

＠

◇
毎
年
秋
分
の
日
の
青
年
団
の

　
陸
上
竸
技
会
を
か
わ
切
り
に

　
村
内
の
中
学
校
、
小
学
校
の

　
体
育
大
会
が
次
々
に
行
わ
れ

　
る
。
体
育
大
会
は
農
村
に
於

　
け
る
年
中
行
事
の
内
最
も
楽

　
し
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　
吾
が
子
が
一
生
懸
命
に
走
る

　
姿
に
、
ダ
ン
ス
に
親
は
何
も

　
忘
れ
て
見
入
る
。
勝
・
つ
て

　
涙
、
う
ま
く
出
来
て
ほ
～
え

　
み
。
涙
と
ほ
、
え
み
の
一
日

　
で
あ
る
。
昼
と
も
な
れ
ば
吾

　
が
子
を
囲
ん
で
の
昼
食
。
朝

　
夕
い
つ
も
食
卓
を
同
じ
く
す

　
る
親
子
も
今
日
の
「
お
む

　
す
び
」
に
は
又
い
い
知
れ
ぬ

　
楽
し
み
の
味
が
あ
り
、
歓
喜

　
の
味
が
あ
り
、
希
望
の
味
が

　
あ
る
。
や
が
て
こ
の
味
も
吾

　
子
の
心
に
な
つ
か
し
い
思
出

　
を
植
え
つ
け
る
の
だ
ろ
う
。

◇
幾
度
か
心
配
し
た
台
風
も

　
た
い
し
た
こ
と
も
な
く
過
ぎ

　
て
稔
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
の

　
で
き
た
の
は
う
れ
し
い
。
重

　
そ
う
に
罵
る
る
穂
波
に
見
入

　
る
と
き
、
田
植
や
田
草
取
の

　
苦
し
さ
も
う
れ
し
思
い
出
と

　
な
っ
て
農
民
の
心
に
蘇
っ
て

　
来
る
で
あ
ろ
う
。
土
に
生
き

　
る
者
の
み
味
う
こ
と
の
出
来

　
る
た
の
し
み
で
あ
る
。

◇
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
の
候
、
豊

　
穣
の
秋
を
た
た
え
よ
う
。

　
　
掛
稲
に
夕
陽
残
る
畦
長
し

臨

’

’
●
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